
19
日
（
木
）
、
３
月
定
例
市
議

会
が
討
論
・
採
決
を
お
こ
な
い
閉

会
し
ま
し
た
。
市
長
提
案
の
36
件

は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
27
件
に
賛
成

し
、
20
年
度
一
般
会
計
予
算
や
、

国
保
税
賦
課
限
度
額
を
93
万
円
か

ら
96
万
円
に
引
き
上
げ
、
市
立
ふ

じ
学
園
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
）

へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
な
ど

９
件
に
反
対
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
学
校
給
食
費

無
償
化
や
、
国
保
税
18
歳
以
下
の

均
等
割
（
４
万
４
１
０
０
円
）
免

除
な
ど
20
億
３
７
９
５
万
円
の
予

算
修
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
否

決
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
み

な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
実
現
で

き
る
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

追
加
議
案
と
し
て
、
「
残
業
手

当
未
払
い
の
責
任
を
負
う
と
し
て

「
市
長
給
料
10
％
２
か
月
、
副
市

長
10
％
１
か
月
減
額
条
例
」
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
「
市
長
は
19
万

６
４
０
０
円
、
副
市
長
は
８
万
３

２
０
０
円
の
減
額
で
あ
る
。
職
員

の
損
害
額
に
比
べ
て
あ
ま
り
に
も

軽
い
責
任
の
取
り
方
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
２
年
間
の
時
効
で
多

額
の
未
払
い
に
よ
る
損
害
を
与
え

た
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
ま
た
、

法
令
違
反
と
知
り
な
が
ら
長
年
放

置
し
て
き
た
管
理
職
に
も
責
任
が

あ
る
。
確
認
で
き
る
未
払
い
分
は

全
額
支
払
う
と
と
も
に
、
職
員
数

を
大
幅
に
増
や
し
て
残
業
を
縮
減

す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
反
対
し
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、
可
否
同
数

で
金
子
進
議
長
が
可
と
し
ま
し
た
。

か
す
か
べ
生
活
と
健
康
を
守
る

会
か
ら
「
補
聴
器
購
入
補
助
を
国

に
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
（
要
望
署
名
１
５
３
２
筆
）

日
本
共
産
党
は
、
「
補
聴
器
の

価
格
は
20
万
円
程
度
で
高
額
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
落

と
さ
ず
、
心
身
と
も
健
や
か
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
認
知
症
の
予

防
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費

の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
」

と
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
６
月
定
例
議
会
は
、
５

月
29
日
（
金
）
開
会
予
定
で
す
。
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学
校
給
食
費
無
償
化
等
の
予
算
修
正
案

力
を
合
わ
せ
実
現
し
ま
し
ょ
う

３月定例

議会閉会

軽
す
ぎ
る
責
任

市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額

補
聴
器
購
入
補
助
は

難
聴
者
の
切
実
な
願
い※前進かすかべ。

未来の会
☆ＮＨＫから

国民を守る党

▲

１
名
退
席

●

反
対
・
否
決
・
不
採
択

○

賛
成
・
可
決
・
採
択

◎

提
出
会
派
・
紹
介
議
員

補
聴
器
購
入
補
助
を
国
に
求
め
る
請
願

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
意
見
書

市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額

国
保
税
賦
課
限
度
額
引
き
上
げ

市
立
ふ
じ
学
園
に
指
定
管
理
導
入

20
年
度
一
般
会
計
予
算
修
正
案

20
年
度
一
般
会
計
予
算

議 案

日本共産党(6) ● ◎ ● ● ● ◎ ◎

新政の会 (9) ○ ● ○ 〇 〇 ◎ ●

※未来の会(8) ○ ● ○ 〇 ● ◎ ▲

公明党 (6) ○ ● ○ 〇 〇 ◎ ●

☆ＮＨＫ (1) ○ ● ○ 〇 ● 〇 ●

無所属 (1) ○ ● ○ 〇 〇 〇 ●

結 果 ○ ● ○ 〇 〇 〇 ●



３
月
定
例
市
議
会
に
生
活
と

健
康
を
守
る
会
か
ら
「
加
齢
性

難
聴
者
の
た
め
の
補
聴
器
購
入

助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
提
出
」
の
請
願
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

聴
力
は
30
歳
代
か
ら
衰
え
始

め
、
70
歳
で
３
割
、
80
歳
代
に

な
る
と
６
割
が
「
加
齢
性
難
聴
」

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
に
く
く
な
る
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
り
、
認
知

症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
国

際
会
議
で
も
「
難
聴
対
策
は
認

知
症
を
予
防
す
る
一
番
大
き
な

因
子
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
聴
対
策
に
最
も
効
果
的
な

の
が
補
聴
器
で
、
日
本
の
よ
う

な
超
高
齢
社
会
で
は
補
聴
器
は

必
需
品
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、

雑
音
の
中
か
ら
必
要
な
音
を
聞

き
取
る
た
め
に
は
、
片
耳
10
万

円
程
度
の
補
聴
器
を
両
耳
に
装

着
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
誰

で
も
気
軽
に
購
入
で
き
る
金
額

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

東
京
都
足
立
区
で
は
、
２
０

２
０
年
度
予
算
に
補
聴
器
購
入

費
助
成
が
新
規
事
業
と
し
て
計

上
さ
れ
、
ひ
と
り
２
万
５
千
円

を
６
８
０
人
分
で
１
７
０
０
万

円
の
予
算
が
付
き
ま
し
た
。
ま

た
、
江
東
区
で
は
、
高
齢
者
に

補
聴
器
を
支
給
す
る
制
度
が
あ

り
、
昨
年
12
月
ま
で
に
５
５
７

人
に
支
給
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
う
し
た
自
治
体
独
自
の
補

助
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
一

部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
自
治
体
任
せ
で
は
、

小
規
模
の
自
治
体
は
取
り
残
さ

れ
、
自
治
体
の
財
政
規
模
の
違

い
が
住
民
の
健
康
に
格
差
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
国
の
責
任
で
補
聴
器
購
入

助
成
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
す
。

国
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら

自
治
体
が
「
貸
し
出
し
用
ヒ
ア

リ
ン
グ
ル
ー
プ
」
を
整
備
し
た

際
に
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助

す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
」
と
は
、

難
聴
者
の
聞
こ
え
を
支
援
す
る

た
め
の
設
備
で
す
。
公
共
施
設

な
ど
の
床
に
磁
界
を
発
生
さ
せ

る
ア
ン
テ
ナ
を
這
わ
せ
、
音
声

を
そ
の
ア
ン
テ
ナ
に
電
気
信
号

と
し
て
送
り
ま
す
。
そ
れ
を
難

聴
者
は
磁
気
コ
イ
ル
付
き
の
補

聴
器
を
通
し
て
、
騒
音
・
雑
音

に
邪
魔
さ
れ
ず
に
目
的
の
音
、

声
だ
け
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
国
は
、
す
べ
て
の
自
治

体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
設

置
状
況
の
調
査
と
難
聴
者
の
ニ
ー

ズ
調
査
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

「
聞
こ
え
な
い
」
を
放
っ
て

お
か
な
い
国
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
第
25
条

「
す
べ
て
の
国
民
が
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
」
を
保
障
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
掲
げ
る
「
す
べ
て
の
人
々

に
対
す
る
質
の
高
い
必
須
の
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ク
セ
ス
達
成
」

の
た
め
に
、
国
に
よ
る
加
齢
性

難
聴
者
の
た
め
の
補
聴
器
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
て
、
声
を

あ
げ
、
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
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休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

3/29(日) 春日部さくら医院（内科系）粕壁1-4-8金崎702-1 電話746-7071 安達医院（小児科系）
栄町3-287電話761-6398 みやざわ耳鼻咽喉科医院(外科系)中央1-52-8 電話745-8733

4/5(日) 春日部厚生クリニック（内科系)下蛭田125-1電話754-4313 グレース家庭医療クリニック

（小児科) 大衾610-10電話718-0107 わかば耳鼻咽喉科(外科系)中央1-11-4電話763-0908

超
高
齢
社
会
に

補
聴
器
は
必
需
品

今
こ
そ
声
を
あ
げ

運
動
を
広
げ
よ
う

広
が
る

自
治
体
の
独
自
補
助

加
齢
性
難
聴
者
に

補
聴
器
購
入
の
補
助
を


